
OMITAMA

４. 令和５年度予算の主な施策
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基本目標１ みんなの力で磨くまちづくり

１.ふるさと寄附金事業（11頁）
２.結婚を希望する若者の支援（12頁）
３.姉妹都市との訪問団交流事業を再開（13頁）

基本目標２ 人を育てる学びの場づくり

基本目標３ 誰もがいきいきと暮らせる社会づくり

基本目標４ 仕事と暮らしを創造する環境づくり

基本目標５ 安全・安心な生活を支える体制づくり

4.効率的な行財政の運営（14頁）
5.公共施設の最適化の推進（建替え）（15頁）
6.公共施設の最適化の推進（解体）（16頁）

7.会計年度任用職員の業務を民間委託（17頁）
8.行政のデジタル化の加速（18頁）

１.新入学児童用ランドセル購入事業の充実（23頁）
２.子育て世帯への紙おむつ購入費用の一部助成（24頁）
３. ICTを活用した教育の強化（25頁）

１.帯状疱疹予防接種費用の一部助成（31頁）
２.低所得妊婦の初回産科受診料の一部助成（32頁）
３.高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施事業（33頁）

１.道路環境・公共交通の充実（36頁）
２.空き家対策の推進（37頁）
３.農産物等のブランド化・販路拡大（38頁）

１.地球温暖化対策実行計画（事務事業編）策定（40頁）
２.基地対策の充実（41頁）
３.上下水道の整備の推進（42頁）

4.地域学校協働活動の推進（26頁）
5.家庭教育支援の推進（27頁）
6.遺跡情報のデジタル化（28頁）

7.公共ホール予約受付システムの導入（29頁）
8.小川運動公園たちばな広場の整備（30頁）

4.各種事業計画の策定（34頁）

4.おみたま花火大会（仮称）の開催（39頁）

4.防災対策の充実（43頁）
5.消防・救急体制の充実（46頁）
6.交通安全・生活安全対策の充実（47頁） 10



魅力発信課に「ふるさと納税係」を専任で
設置し、ふるさと納税の増額を図ります

１.目的

ふるさと応援に対する指定寄附金について、歳入額300,000千円

を見込んでいます。

関連科目の歳出は、前年度と比較して約21％増の164,988千円を
計上しています。

2.実施内容

安定的な財源確保のためと、本市の更なる知名度向上を図るため、

市長公室に新たに設置する魅力発信課内に「ふるさと納税係」を

専任で設置し、ふるさと納税の増額を図ります。
さらには、寄附を取り扱うポータルサイトや返礼品を拡充するとともに、

全国に向けて本市の特産品をPRする活動を積極的に実施する等、

ふるさと納税を増やす取組みを推進してまいります。

ふるさと寄附金事業

拡充１.みんなの力で磨くまちづくり

11

予算額 164,988千円（企画調整課）

02-01-06-02 ふるさと寄附金事業



結婚を希望する若者の支援

あたらしい出会い
ステキな出会いを応援します

１.目的

少子化対策の一環として、市内に住所があり結婚を

希望する独身の男女を支援することを目的としています。

２.対象者

市内に住む結婚を希望する未婚の男女

３.実施内容

未婚男女の出会いの場づくりを支援している「いばら

き出会いサポートセンター」へ、令和5年4月1日以降

に入会した市民に対して、入会登録料１万１千円を助
成します。

新規
予算額 330千円（子ども課）
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02-01-14-03 結婚推進事業



姉妹都市との訪問団交流事業を再開

４年ぶりに姉妹都市との交流を再開し、アビリン市から訪問団を受け入れます

１.目的

姉妹都市（アメリカ合衆国カンザス州アビリン市）と本市の青少年に

よる相互訪問を実施することで、異なる歴史や文化、自然などの体験
や交流をとおし、視野を広げ、国際社会で活躍できる人材の育成を

目的とします。

２.滞在期間

令和５年７月下旬（１０日間）

３.実施内容

・公募によりホストファミリーを募集します。
・前半、後半（５日ずつ）に分かれ、1家庭で2名程度の団員を
受け入れます。
・訪問団は、平日日中は団体行動となり、それ以外の時間帯に
ついては、ホストファミリーと過ごし交流を図ります。

継続
02-01-10-02 国際交流活動事業
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予算額 900千円（市民協働課）



効率的な行財政の運営

債権管理業務の効率化を図ります

１.目的

・税以外の債権（住宅使用料、保育料等）の一部は、
滞納繰越額が累積しています。
・債権管理業務の効率化や職員の意識醸成を図り、
歳入の確保と滞納整理に係る経費等の歳出削減を
目的に令和５年度から実施します。

2.実施内容

・本市が管理する債権は、各種法令や判例等、広範囲に
またがり、時効や債権の性質等も異なるため、専門的な
見地から本市の現状を調査、検証、課題の抽出を行い、
債権管理に関する業務の改善策を策定します。
・管理者及び担当者向けの研修を行い、債権管理に
関する職員の意識醸成を図ります。
・債権管理の運用方法を構築し、債権回収マニュアル
や債権管理条例を策定します。

新規
予算額 2,255千円（行政経営課）

債権管理研修会の様子（令和３年7月開催）

市が管理する債権の分類
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02-01-01-07 行政管理事務費



公共施設の最適化の推進（建替え）

分庁舎の建設設計業務を行います

１.目的

耐震性を備えた分庁舎の建替えを行い行政サービスの向上や

本庁舎の機能強化及び補完的な役割を担います。

２.実施内容

分庁舎は大規模災害時には、早期復旧のための実働部隊の拠点

となるため、 主な用途として都市建設部としています。
災害拠点となることから職員の安全確保や土木資材保護のため

に耐震安全性の分類・目標としてⅡ類で計画しています。

【建替計画】

軽量鉄骨２階建て

延床面積 約１，０００㎡

事務室・会議室・書庫・倉庫・湯沸室・トイレなど

新規
予算額 18,040千円（総務課）
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02-01-05-02 市庁舎維持管理経費



公共施設の最適化の推進（解体）

閉園した幼稚園及び閉鎖した診療所を解体します

１.目的

公共施設建築物系個別施設計画に基づき、閉鎖した白河診療所及び
閉園した幼稚園を解体します。

２.対象

・小美玉市(旧小川町)国民健康保険白河診療所 51,766千円

・旧小川幼稚園・旧羽鳥幼稚園 50,200千円

３.実施内容

・白河診療所：延床面積314.5㎡・昭和42年建築・RC造

・旧小川幼稚園： 514㎡・昭和47年建築・RC造

・旧羽鳥幼稚園：461㎡・昭和47年建築・S造

新規
予算額 101,966千円（医療保険課・教育企画課）

（旧小川幼稚園）

（白河診療所）
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04-01-01-05 旧白河診療所施設管理費・10-04-01-03 幼稚園施設管理費



会計年度任用職員の業務を民間委託

一部の業務を民間に委託します

１.目的

会計年度任用職員については、日々の労務管理や、

基本一会計年度の入れ替えによる業務遂行能力の分

断、業務毎の研修制度が確立できていない等の課題
がありました。これらの課題の解決に向けて、民間への

委託可能な業務について整理し、委託することで市民

サービスの更なる向上を目指します。

２.対象業務

①幼稚園生活介助業務
②幼稚園バス運転業務、その他配送業務等

③幼稚園用務業務、給食配膳業務

④学校生活介助業務

⑤ティーム・ティーチング業務
⑥四季文化館みの～れ 施設運営支援業務

⑦小川文化センターアピオス 施設運営支援業務

⑧空のえきそ・ら・ら施設運営支援業務

新規予算額 215,251千円（人事課）

17

02-01-01-08 人事・給与管理事務費



行政のデジタル化の加速①

Web口座振替受付サービス科目を拡充

１.目的

利用者の利便性の向上および口座振替による公金収納率の向上を

目的とします。

２.対象者

市税納付者及び行政サービス利用者

３.実施内容

スマホ、PC、タブレット端末を利用して、インターネットから

市税や料金等の口座振替の申込みができるサービス。
現在導入中のWeb口座振替受付サービスの4科目（市県民税・

固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税）に、10科目（介護保険料・

保育料・放課後子どもプラン保護者負担金・市の上下水道使用料など）
を追加し、合計14科目の口座振替申込みがインターネットから登録

できるようにします。

拡充
予算額 2,277千円（収納課）
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02-02-02-02 徴収事務費



行政のデジタル化の加速②

生活保護事務の医療扶助資格確認オンライン化に向けた環境整備

１.目 的
令和6年3月までに本システムを本稼働させるスケジュールが国から示されたため、全国で環境整備が進められています。

（1）被保護者がマイナンバーカードを医療機関に提示することにより医療機関で生活保護情報の確認が可能となる。

（2）被保護者の医療機関受診の利便性を図れると共に、医療機関で被保護者の特定検診や服薬情報の共有が可能となるため、

より質の高い医療の提供が可能となる。

（3）福祉事務所で毎月の医療券の発行事務等が軽減される。

２.対象者 生活保護受給世帯：412世帯 世帯員数：472名 ※令和4年4月1日現在

３.実施内容

・個人番号セット用データ作成業務委託費：275千円 ・生活保護システムネットワーク改修業務委託費：1,210千円

・オンライン資格確認データ連携サービスシステム導入業務委託費：550千円・生活保護システム改修業務委託費：2,984千円

４.財源等

・社会保障・税番号制度システム整備費等補助金（医療扶助のオンライン資格確認導入事業） 補助率：10/10（国）

拡充
予算額 5,019千円（社会福祉課）
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03-03-01-02 生活保護事務費



行政のデジタル化の加速③

タブレット活用による介護認定審査会のペーパーレス化

１.目的

タブレット活用により介護認定審査会資料を電子化し、ペーパーレス化を

推進することで、大量の紙の印刷・消費のコスト削減と文書保管スペース

の確保、文書廃棄作業に伴う事務の効率化を実現し、迅速かつ正確な
介護認定審査会運営を目的とします。

２.対象者

介護認定審査会委員、審査会事務局職員

３.実施内容

一次判定結果票、訪問調査票（特記事項）、主治医意見書を複写機にて

スキャンしPDF化されたデータをアップロード。

各タブレットにダウンロードした情報により、介護認定審査会を実施します。

拡充予算額 741千円（介護福祉課）
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介護保険特別会計01-03-01-01 介護認定審査会費



行政のデジタル化の加速④

伝票処理に電子決裁システムを導入

１.目的

紙で決裁を行っている日々の伝票処理に電子決裁システムを導入し、

庁舎間の移動時間や紙の使用量を削減し、事務の効率化及び資源の

省力化を図ります。

２.対象者

本市職員

３.実施内容

電子決裁機能追加一時経費 660千円
電子決裁システム使用料 132千円

拡充
予算額 792千円（財政課）
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02-01-03-01 財政管理事務費



行政のデジタル化の加速⑤

職員採用試験を応募しやすい環境整備

１.目的

受験生の採用希望自治体の広域化により、優秀な人材獲得

に向けた競争は過熱化しています。

受験者が応募しやすい環境を整えることで採用希望の増加が
期待できることから、市が求める人材の採用・確保に繋げます。

２.対象者

市職員採用試験受験希望者

３.実施内容

受験希望者は、採用試験をエントリーする際、これまで紙媒体

の履歴書等を作成し、郵送や窓口へ持参することで行っていまし

たが、応募は、市ＨＰから受験希望者自身がＰＣやスマホ等で行い
ます。

市は、システムにより管理業務及び応募者への連絡を行います。

拡充
予算額 495千円（人事課）
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02-01-01-08 人事・給与管理事務費



2色から6色に増やし、多様性を尊重します

１.目的

市内小学校・義務教育学校入学予定者を対象に実施しているランド

セル購入事業について、子どもたちが個性を自由に表現できるよう、

多色化に取り組み、新入学児童へのお祝いと健やかな成長を願い、
また、子育て世帯の支援策の一環として、ランドセルを贈呈します。

２.対象者

市内在住・市内小学校・義務教育学校入学予定者 352名

３.実施内容

新入学児童への入学のお祝いで贈呈するランドセルについて、２色(黒・赤）から、6色（ブラック（黒）・ビビット

ピンク（赤）・ネイビー（紺）・スミレ（紫）・サックス（水色）・キャメル（茶））に増やし、個人の多様性を尊重した内容

に変更し、取り組んでいきます。

新入学児童用ランドセル購入事業の充実

拡充２.人を育てる学びの場づくり
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10-05-01-06 新入学児童用ランドセル購入事業

予算額 7,564千円（生涯学習課）



子育て世帯への紙おむつ購入費用の一部助成

新生児が生まれた世帯を支援します

１.目的

満１歳未満の乳児を養育する保護者に紙おむつ購入費を

助成することで、子育て世帯の経済的な負担を軽減し、

安心して子育てができる環境を整えることを目的とします。

２.対象者

本市に住所を有し令和5年4月1日以降に新生児が
生まれた世帯

３.実施内容

新生児が生まれた世帯に対して、子ども1人あたり１万

５千円分のクーポン券を交付し、乳児用紙おむつを

購入する費用の一部を助成します。

新規予算額 4,628千円（子ども課）

取
扱
店

（
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
）

市
役
所

保護者

①クーポン券
の申請

②クーポン券
の交付

③市に登録された
ドラッグストア等
で紙おむつ購入時
にクーポン券を使
用

⑤代金を支払

④クーポン券の金額に
応じた代金を請求

事業イメージ
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03-02-01-06 子育て応援事業



教育のICT環境の充実を図ります

１.目的

１人１台端末を学習活動の更なる活用を図るため、

ICT環境の充実に努めます。

２.対象者

小学校、中学校、義務教育学校

３.実施内容

・Wi-Fiの環境が無い家庭に対し、インターネットへの接続を公費負担により

支援することで、すべての家庭でオンライン学習に取組める環境を提供します。
・ ICT支援員による授業支援を実施します。また、支援員の増員を目指します。

・国が実施するデジタル教科書の実証事業で、既に実施している英語に加え、

約半数の学校で算数・数学のデジタル教科書を利用します。
・情報モラル教育を実施してネットモラルの向上を図ります。

ICTを活用した教育の強化

拡充
予算額 74,927千円（教育指導課）
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10-02-01-03 小学校情報教育関係経費・10-03-01-03 中学校情報教育関係経費



地域学校協働活動の推進

学校を核とした地域づくりを目指します

１.目的

幅広い地域住民の参画を得て、学校と地域が一体となって

連携・協働しながら、地域全体で子どもたちの学びや成長

を支えるとともに、地域住民のつながりを深め「学校を核と
した地域づくり」を図ります。

２.対象者

市民及び学校等

３.実施内容

各学校に設置しているコミュニティ・スクール（学校運営協議会）と地域学校協働活動を一体的に推進する

ため、適切な助言指導を担う社会教育主事（教員籍）と、地域住民と学校をつなぐコーディネーターを配置し、

地域と学校が相互にパートナーとして連携・協力しながら様々な活動を実施できる体制づくりを進めます。

新規
予算額 8,000千円（生涯学習課）

コミュニティ・スクールと地域学校協働活動を一体的に推進
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10-01-02-03 庶務一般事務費



家庭教育支援の推進

拡充
予算額 766千円（生涯学習課）

子育ての悩みを抱えながらも地域で孤立してしまう家庭や、経済的

困難・不登校などの問題を抱えている家庭に、家庭教育支援員（子
育て経験者、元教員、民生委員など）が訪問して個別の相談に対応

し、必要があれば専門機関と情報を共有し、連携を図るなど地域で

家庭教育支援を進めます。 27

10-05-01-07 家庭教育推進事業

地域で支える家庭の教育力向上を図ります

１.目的

子育てに不安や悩みを抱える家庭に対し、地域の人材を活用した

訪問型家庭教育支援等、幅広い支援を行うことで、家庭の孤立化

を防ぎ、家庭教育に関する問題の発生予防や早期発見につなげる
など「家庭の教育力向上」を図ることを目的とします。

２.対象者

保護者及び地域住民

３.実施内容



遺跡情報のデジタル化

埋蔵文化財包蔵地の位置情報のデジタル化を図ります

1.目的

埋蔵文化財包蔵地情報のデジタル化により、市民および事業者等に周

知することで、土木工事等に必要な埋蔵文化財包蔵地の有無を確認す

る業務の効率化および迅速化を図ります。

２.対象者

市民および事業者等

３.実施内容

本市に所在する442ヶ所の埋蔵文化財包蔵地の情報を遺跡地図としてデジタル化に取り組みます。
また、遺跡地図(1,000部）を作成し、市民および事業者等に配布するとともに、市ホームページ等
で公開します。データの属性は、地理情報システム（GIS）間での公開も視野に入れ、相互運用が可能
なShape形式で作成します。

新規予算額 999千円（生涯学習課）
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10-05-03-05 文化財調査・管理経費



公共ホール予約受付システムの導入

公共ホール利用のDX推進を図ります

１.目的

小川文化センターアピオス・四季文化館みの～れ・

生涯学習センターコスモスの利用申請手続きをパソコンやスマホから

予約することで、利便性向上を図ります。

２.対象者

公共ホール利用者

３.実施内容

インターネット予約システムを導入し、空き状況の確認や
利用申請等について、いつでもどこからでも手続きを行

えるようにすることで、利用者の利便性を向上を図ります。

新規
02-01-17-02 芸術文化振興事務費・10-05-05-01 生涯学習センター施設維持管理費

29

予算額 2,805千円（生活文化課・生涯学習課）



小川運動公園たちばな広場の整備

小川運動公園たちばな広場の
実施設計を行います

１.目的

旧橘小学校の跡地を有効活用し、小川運動公園の補完的な

施設として、地域の子供たちから高齢者までの多世代が集う

スポーツを中心とした交流広場を整備するための実施設計
を行います。

2.実施内容

〇広場実施設計 A=１．４ha

〇建築設計 ・多目的トイレ設計 N=１棟

・東屋設計 N=２棟

予算額 11,264千円（スポーツ推進課）
継続

30

10-06-02-01 小川運動公園施設維持管理費



帯状疱疹予防接種費用の一部助成

帯状疱疹予防接種費用の助成を始めます

１.目的

帯状疱疹の発症予防及び重症化予防を図るため、帯状疱疹予防

接種費用の一部助成を開始します。

２.対象者

50歳以上の市民（希望者）

３.実施内容

助成額：生涯１回のみ４，000円

内 容：
①事前に最寄りの保健センター窓口にて申請し予診票の交付を受ける。

②市との契約医療機関にて接種。

③助成額を控除した差額を接種者が医療機関へ支払う。

新規３.誰もがいきいきと暮らせる社会づくり

市民

医療機関健康増進課

②副反応の説明
及び接種③差額分のみ

支払い

①予診票の
申請・交付

31

04-01-02-02 予防接種事業

予算額 1,460千円（健康増進課）



低所得妊婦の初回産科受診料の一部助成

低所得妊婦の経済的負担を軽減します

１.目的

低所得の妊婦が経済的負担を理由に受診を控えることがないよう

妊娠判定に係る初回受診費用の一部を助成することにより、

妊娠に関する経済的負担を軽減し、早期に母体及び胎児の健康の
保持増進を図ります。（国庫補助事業 国1/2 市1/2）

２.対象者

住民税非課税世帯または同等の所得水準である妊婦

３.実施内容

助成内容：妊娠判定に係る診察、尿検査及び超音波検査（医師が必要と判断した場合）の費用

助 成 額 ：1件あたり上限10,000円

申請方法：医療機関受診前に、子育て世代包括支援センター窓口で事前申請

新規予算額 50千円（健康増進課）
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04-01-03-03 母子保健事業



高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施事業

健康寿命の延伸を目指します

１.目的

住み慣れた地域で生涯健やかに暮らしていけるよう、栄養・運動・認知症予防並びに社会参加など

フレイル予防のための施策を総合的に推進し、健康寿命の延伸を目指します。

２.対象者

後期高齢者

３.実施内容

◆高齢者に対する個別的支援（ハイリスクアプローチ）
健診・医療・介護サービスを利用していない方の健康状態を
訪問等により把握し、必要なサービスにつなげます。

◆通いの場等への積極的な関与（ポピュレーションアプローチ）
高齢者の通いの場において、栄養・運動・口腔・認知症予防等の

健康教育・健康相談を行い、フレイル予防を推進します。

拡充
予算額 18,883千円（医療保険課）
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後期高齢者医療保険特別会計01-01-01-01一般管理事務に要する職員給与費・01-01-01-02 一般管理事務費



各種事業計画の策定①

高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画の策定

１.目的

介護保険法の基本理念を踏まえ、地域の要介護者等がその有する
能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、介護保険事
業に係る保険給付の円滑な実施（の支援）を計画的に実現するため
計画書を策定することを目的とし、成年後見制度の利用の促進に関
する施策についての基本的な計画を包含するものとします。

２.対象者

市内在住の65歳以上の高齢者及びその家族、市内の介護事業者

３.実施内容

令和4年度に実施したニーズ調査のほかアンケート調査結果を分析し、

介護保険等運営協議会に諮り、地域で必要な介護サービス量の

把握と次期介護保険料の算定等を行います。

継続予算額 4,290千円（介護福祉課）

イラストは今期計画書より

34

介護保険特別会計01-01-01-02 一般管理費



各種事業計画の策定②

障がい者計画・第7期障がい福祉計画・第3期障がい児福祉計画の策定

１.目的

本市における障がい者の状況を的確に把握し、本市が取り組むべき課題や障がい者福祉施策の方向性、
サービス目標量等を定める次期計画を策定します。

２.対象者

小美玉市民

３.実施内容

計画策定業務

・現行計画の検証（現行計画の進行状況の評価・課題等の整理・分析）

・障がい者施策の現状把握（調査シートによる現状把握）
・各種推計（サービス見込量の算出及び目標値再設定等）

・計画素案の作成（実態調査及び分析結果の総合的検証・計画骨子案検討・計画素案作成）

・次期計画書及び概要版の作成（パブリックコメントの意見等を踏まえ、最終的な次期計画書の確定）

新規予算額 2,035千円（社会福祉課）
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03-01-03-01 障害者福祉事務費



道路環境・公共交通の充実

良好な道路環境及び交通の安全を確保します

１.目的

道路等の状態を点検し維持補修や道路安全施設等
の修繕を行うことにより、良好な道路環境及び交通の

安全を確保します。

2.実施内容

定期的に道路点検を行い道路の損壊個所の舗装補修
側溝・縁石・歩道等の補修、草刈等の早急な対応並びに

道路照明灯・カーブミラー・区画線等の修繕により安全

な道路環境を維持します。

●側溝・縁石等補修工事 40,000千円
●舗装・路盤補修工事 134,500千円 など

拡充４.仕事と暮らしを創造する環境づくり
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08-02-02-01 道路橋梁維持管理費

予算額 271,573千円（管理課）



空き家対策の推進

空き家対策の補助金制度を創設します

【空家等解体撤去補助金】

１.目的 安全と安心の確保、住環境の向上を図ります。

２.対象者 市内特定空家等の所有者

３.実施内容 危険な空家等の解体費用の一部を補助することで、
安全と安心の確保、住環境の向上を推進します。

【空き家活用支援補助金】

１.目的 空き家バンク制度の利用、空き家の有効活用の推進

２.対象者 空き家バンク物件登録者及び利用登録者

３.実施内容 空き家バンク制度の利用促進のため、
空き家の修繕や取得、賃借などにかかる費用の一部を
補助し、有効活用及び市場流通を促進します。

新規・拡充予算額 4,700千円（環境課）
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04-01-05-08 空家等対策推進事業



農産物等のブランド化・販路拡大

農産物等のブランド化推進を図ります

１.目的

本市の農業を継続、発展させるため、農産物等に新たな付加価値

を加えた「小美玉ブランド化」を図るとともに、販路拡大を目指す農

業者等を支援し農業の活性化を図ります。

２.対象者

市内農業者及び団体

３.実施内容

本市が誇る農産物等の知名度の向上を図るため、様々な分野の方で構成する「小美玉市農産物等ブランド化
推進協議会」を設立し、ブランド化の検討を進めます。また、新しい取引先を増やすなど販路拡大につなげるた

め、新規販売先獲得支援事業費補助金を制定し、販売強化を図る農業者を支援します。

パンフレット及びロゴ・デザイン製作費、成分分析調査費等の事業費の1/2を補助します。（限度額200千円）

新規
06-01-02-03 農政企画総務事務費・06-01-02-07 農業経営支援事業

ブランドにら「美野里緑王」

38

予算額 900千円（農政課）



おみたま花火大会（仮称）の開催

大井戸湖岸公園周辺をメイン会場とし、風光明媚な霞ヶ浦の湖上
で花火を打ち上げ、本市の新たな魅力を創出します

１.目的

新たな魅力として花火大会を創出することにより、 本市の観光振興

や地域振興に寄与します。

２.対象者

小美玉市民を中心とした周辺地域

３.実施内容

� 実施日時：令和５年１０月７日（土）１８時から約１時間 【予定】
� 実施場所：小美玉市下玉里地区・霞ヶ浦湖畔
� 打上規模：約５，０００発～（尺玉・ミュージックスターマインなど）

新規
07-01-02-01 観光振興事務費

39

予算額 13,000千円（商工観光課）



地球温暖化対策実行計画（事務事業編）策定

脱炭素社会に向けて地球温暖化対策実行計画を策定します

１.目的

地球温暖化対策の推進に関する法律において、温室

効果ガスの排出量削減に向けて実施する取組を定め、

地球温暖化対策を推進します。

２.実施内容

令和4年度から2ヶ年かけて、本市の所有する施設について
温室効果ガス排出量及びエネルギー使用量等、必要な情報を

収集・整理・分析し、削減目標を設定します。

目標設定は2030年（令和12年）とし、令和6年から令和10年までの
5ヵ年の計画を策定します。

継続５.安全・安心な生活を支える体制づくり
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04-01-05-10 地球温暖化対策事業

予算額 5,258千円（環境課）



基地対策の充実

百里基地周辺の環境を整備します

１.目的

百里基地の所在に伴う自衛隊航空機による騒音障害等の軽減を
図り、周辺地域の生活環境の改善及び福祉の向上を図ります。

２.対象者

基地周辺住民

３.実施内容

〇基地周辺住民の騒音負担の軽減を図るため、騒音障害対策事

業補助金の交付

・ＮＨＫ受信料及び固定電話料金の補助

〇防衛省関連交付金を活用した公共施設の整備
・市道整備

・健康増進施設駐車場整備

・防犯カメラ設置事業

・消防関連事業 等

予算額 58,328千円（基地対策課）

【駐車場整備】

【市道整備】

継続
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02-01-16-01 基地対策事務費



上下水道の整備の推進

公共下水道の未普及対策事業

１.目的

下水道事業の早期概成に向けて、下水道の未普及地域の更なる整備促進を図ります。

２.実施内容

川戸幹線管渠（百里基地関連）の整備をはじめ、未普及地域の解消を図るために枝線管渠による面的整備

を行います。

農業集落排水事業特別会計の公営企業会計化

１.目的

農業集落排水事業特別会計を地方公営企業法に基づく公営企業会計に移行します。

２.実施内容

令和６年度からの公営企業会計移行に向けた最終年度として、引き続き勘定科目の設定及び条例・規則の

制定等の移行作業を進めます。

継続
下水道企業会計・農業集落排水事業特別会計01-01-01-02一般管理費

予算額 944,310千円（下水道課）
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防災対策の充実①

地域防災計画の全面改訂

１.目的

本市の防災・災害対策の基本計画である地域防災計画について、必要な

見直しを行うことにより基盤を強化し、災害から市民の生命財産を保護

することを目的とし、災害対策をより実効性の高い計画を策定します。

２.対象者

全市民

３.実施内容

国・県の計画改訂に伴う事項の修正、原子力災害対策を加えるとともに
公共施設の統廃合や新型コロナウイルス感染症を踏まえた避難計画及び

避難警戒レベルと災害時における市の防災体制の見直しを実施します。

継続
02-01-13-02 防災対策諸費

予算額 6,358千円（防災管理課）
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防災対策の充実②

自主防災組織及び防災士育成事業補助金

１.目的

自主防災組織の体制強化により防災意識の高揚を図り、災害時の

対応力を向上させます。

また、地域における防災活動の担い手として防災士資格の新規取

得を推進し、防災意識の普及啓発を行います。

２.対象者

自主防災組織、防災士資格取得希望者

３.実施内容

（１）自主防災組織に対し補助を行い、組織の新規設立や活動を支援
活動費に対して1/2補助（上限50千円） 5０千円×6組織＝300千円

（２）防災士資格取得者に対して1人10千円補助 10千円×5人＝50千円

新規
02-01-13-02 防災対策諸費

予算額 350千円（防災管理課）
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防災対策の充実③

幼児用防災ヘルメットの購入

１.目的

幼児教育施設において災害等が発生した場合に子ども達を安全に避難させ、その大切な命を守り抜くという

重要な使命が与えられています。毎月行なわれている避難訓練に加え、防災ヘルメットを購入することで、より

身体・生命の安全性を強化することを目的とします。

２.対象者

小美玉市立幼稚園

３.実施内容

園児用防災ヘルメットを購入し、各園に配備します。

・元気っ子幼稚園
・よつば幼稚園

・玉里幼稚園

新規
10-04-01-02 幼稚園運営経費

予算額 768千円（子ども課）
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消防・救急体制の充実

火災による被害を軽減するため、放水銃を整備します

１.目的

大規模火災を踏まえた、強風下における迅速かつ的確な

消火活動を行うために、飛び火警戒を含めた具体的な対策

として、放水銃を整備することにより、火災による延焼拡大、
被害の軽減を図ることを目的とします。

２.実施内容

放水銃を整備することにより、高圧で大量の消火用水、
消火泡剤を放出するこができるため、各消防署に配置さ
れている水槽付ポンプ自動車、化学消防自動車に積載し、
現場活動の範囲拡大を図ります。

＊整備数

新規
09-01-01-08 警防活動経費

予算額 5,049千円（消防本部警防課）

小川消防署 2基 美野里消防署 1基 玉里消防署 1基 放水量比較
現有器材： 920ℓ/min
放水銃 ：2000ℓ/min
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交通安全・生活安全対策の充実

地域における犯罪を抑制し、市民の安全安心を
確保するため、防犯環境の整備や地域における
防犯活動を支援します

●地域の防犯対策
地域防犯対策として、電気料の負担が増している行政区の防犯灯を

市が引き受け、今後の維持管理を行います。
予定数 4,400基（10,662千円）

●街頭防犯カメラの設置
犯罪の抑止と事件・事故の早期解決を図るため、通学路を中心とした

公共性の高い場所に防犯カメラを設置します。

設置数 9基（6,930千円）

●特殊詐欺対策機器購入費補助
高齢者を狙った特殊詐欺の被害を未然に防ぐため、防犯機能付き電

話機等の購入費の補助を行います。

対象者：65歳以上の方 補助額上限5千円×20件（100千円）

拡充
02-01-11-01 防犯対策経費

予算額 17,626千円（防災管理課）
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